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1.研究目的･研究概要

(1)研究目的

アイオノマーは疎水性高分子中に少量(10mol%以下)のカルポン酸あるい

はスルホン酸の金属塩あるいはアンモニウム塩などのイオン基をもつ高分子で

ある｡親水性のイオン基はホスト疎水性高分子マトリックス中で相分離を起こ

し､イオン会合体を形成する｡このイオン会合体の形成がアイオノマーの種々

の横能的性質を発現させる起因力であることが知られている｡例えば､(1)

イオン会合体が高分子鎖の架橋点となりホスト高分子の力学的性質を向上させ

る｡(2)Nafion(I)u Pont社)､Flemion(旭硝子)などで見られる選択的イ

オン分離膜としての優れたイオン分離棲能の発現などである｡

最近､我々はエチレンアイオノマーのHn(Ⅱ)-右横アミン錯塩に色変化を伴

う選択的酸素分子吸着現象を見出した｡

本研究はエチレンアイオノマーのHn(Ⅱト右横アミン錯塩の選択的酸素分子

吸着現象を利用して､酸素分子濃度センサー､選択的酸素分丁･吸着･透過膜な

どへの応用を試作実験し､この新しい機能膜の工業的応用を実現させるのを目

的としている｡
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(2)研究概要

各種Hn(Ⅱト右横アミン錯体エチレンアイオノマーを試作した｡其体的には､

ホスト高分子として代表的なエチレンーメタクリル酸共重合体(EHAA)(メタク

リル酸含量:5.4mol%)(三井デュポンポリケミカル祉)を用いて､まず

Hn(Ⅱ)塩をE常山と酢酸マンガン(Ⅱ)のブラベンダー成型機中での溶融反応に

より合成した｡このE軋仏のHn(Ⅱ)塩を､さらに各種有機アミンとの溶融反

応によりHn(Ⅱト有機アミンエチレンライオノマーを試作した机次に､これら

の右横アミン錯塩エチレンアイオノマーの錯塩の安定性および鋲塩構造､さら

にはイオン会合体の形成とその構造ならびに諸物性を検討した｡その結果､

EH山一Mn(Ⅱ)塩への右横アミンの添加はHn(Ⅱ)-右横アミン錯塩イオンの生成

によりイオン会合体の形成を促進することを見出した｡特に､有機アミンとし

て1.3-ビスアミノメチルシクロヘキサン(BAC)を用いたNn(Ⅱ)-BAC錯塩ア

イオノマーが錯塩の安定性が良く､BACの添加によるイオン会合体の生成が促

進されることが見出された｡

次に､Hn(Ⅱ)-BAC錯塩アイオノマーを成険し､その酸素分了･吸着･透過を超

精密天秤､IRスペクトル､ESRスペクトル､UVスペクトルにより検討し

た｡その結果､伽(ⅡトBAC錯塩は酸素分子吸着がHn原一丁･付近で起き､酸素

分子吸着に伴い無色から黒褐色への色変化(タロミズム)をもつことを確認し

た｡このクロミズムを伴う酸素分子吸着現象を利用して､次のような試作実験

を行い実用化への可能性を示した｡

(1)エチレンアイオノマーは食品などの各種包装材として使用されている｡

この包装した内部に伽(ⅡトBAC錯塩アイオノマーをセンサーとしておき､包

装内の酸素分子濃度をHn(Ⅱ)-BAC錯塩アイオノマーの色変化により検汁ける

試験的実験を行った｡その結果､このMn(Ⅱ)-BAC錯塩アイオノマーが酸素セ

ンサーとして有用であることを示した｡肉その他の食品への空気中からの酸素

の混入は､包装した食品の保存期限に関連しており､この点このMn(Ⅱ)-BAC

錯塩アイオノマーの酸素センサーは有用である｡

(2)Mn(ⅡトBAC錯塩エチレンアイオノマーフィルムの選択的酸素吸着･透

過実験を行ない､優秀な選択性のあることを見出した｡透過速度はポリエチレ

ンマトリックスにネり決り､その点遅い｡したがって､Hn(ⅡトBAC錯塩エチ

レンアイオノマーとより酸素分子透過性の良いシロキサン系高分子とのブレン

ドあるいは共重合体の作成が有望と思われる｡本実験では､ここで用いた

EH舶の各種アルキルエステルとポリシロキサンとのブレンドの試作とその酸

素透過実験を行った｡
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今後の課題として､エチレン系アイオノマーさらには他のアイオノマ一に

種々の有棟アミンを添加した伽(Ⅱ)一右横アミン錯塩アイオノマ一についての

酸素分子吸着･透過に関する基礎実験とその応用を検討すろ必要がある｡さら

に我々は Co(Ⅱ)塩エチレンアイオノマ一に酸素吸着を見ノ出しており､

Hn(Ⅱ)一右横アミン錯塩エチレンアイオノマーとの比較研究が必要である｡
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